
まちの発展と文化財にまつわる秘話などを歴史ニュースとして紹介します。
▶問合せ　播磨町郷土資料館　学芸員　渡辺昇　☎079（435）5000

　播磨町の風物詩としてタコ干しがあります。播磨灘に面する古宮・本荘の漁港で水揚げされた

ものを加工するものです。江戸中期以降に日本各地の名産・名所を記した書籍が多く刊行されて

います。その１つ「日本山海図会」は、寛政11（1799）年に大坂の酒造家である木村兼葭堂が

記し、蔀関月が挿図を描いた書物です。その巻之四に高砂望潮魚や明石章魚として紹介されてい

ます。明治時代になっても明治30（1897）年兵庫県発行の「兵庫県漁具図解」に章魚壺漁や章

魚釣漁が使用図・構造図など図解で詳細に記されています。

　江戸時代から現代に至るまでタコが名産であることがわかりますが、そのルーツは弥生時代ま

で遡ります。中期に加古川市溝之口遺跡や神戸市玉津田中遺跡など播磨灘沿岸の遺跡から出土し

ています。大中遺跡からも多くのイイダコ壺が出土しています。本荘蓮花寺構居跡からもイイダ

コ壺が出土しています。マダコ壺も玉津田中遺跡などで出土していますが、出土量・遺跡とも少

なく、小野市・多可町など内陸部に広がっていることが特徴です。遺跡は「鹿の瀬」を挟む淡路

島西浦と東播磨に多く、出土量も多くなっています。玉津田中遺跡と淡路市富島遺跡では延縄の

状態で出土しています。タコ壺漁は平安時代で廃れ、江戸時代に復活し現代につながります。タ

コ壺は土製のものに加えて本荘貝（ウチムラサキ）製さらに陶器・ガラス・プラスチック製が加

わります。近世以降は瀬戸内海と日本海・九州と江戸湾でタコ壺漁が行われていますが、貝製が

主流です。サルボウ・アカニシ・テングニシなどが使用されています。タコとともに本荘貝は名

が示す通り播磨町の特産で、本荘貝製タコ壺は播磨灘の特徴です。今年度特別展で各地のタコ壺

を展示・紹介しますので、郷土資料館に足をお運びください。

播磨町名産タコ

▲播磨小学校でのタコ干し ▲東二見漁港の本荘貝製タコ壺

いいだこしとみかんげつ

けん か どう

さかのぼ

た　こ

よく学び
よく育つ
播磨町教育委員会
高見　嘉彦
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▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１　朝来市多々良木1244-1

　朝来市にある播磨ふれあいの家を拠点に、その
先養父市まで足を延ばしてみませんか？
　葉が美しい養父神社を散策する日帰りのプラン
をご案内します。播磨町役場と土山駅を出発・到
着とするバスで送迎、ふれあいの家での昼食がつ
いたお手軽な旅をお楽しみください。
▶日程　11月4日（金）、7日（月）、10日（木）、14日

（月）　　　
▶費用　3,500円（昼食代含む）　　
※最低催行人員10人。
▶行程

10：00　土山駅
10：10　播磨町役場～各コミセン
11：00　市川ＰＡ（トイレ休憩）
11：45　播磨ふれあいの家到着（受付、昼食）
12：30　播磨ふれあいの家出発
13：10　養父神社　到着（散策、自由行動）
14：10　養父神社　出発
14：50　播磨ふれあいの家到着
15：10　フレッシュあさご（30分の買物）
17：00　→各コミセン→播磨町役場、土山駅到着

　古くから「養父
の明神（みょうじ
ん）さん」と呼ば
れ、農業の神とし
て地元の人に親し

まれてきました。また、農耕に必要な牛の売買が
養父神社の管理下にあったことから、牛の神様も
お祀りしています。土地の人からの信仰があつい
田舎の神社らしく、境内はひっそりとした静けさ
に満ちています。 初詣には市内はもちろん、但馬一
円から参拝に多くの人が訪れます。また、兵庫県
下でも有数の紅葉の名所としても有名で多くの観
光客やカメラマンが訪れます。
養父市観光協会ホームページより

紅葉が美しい養父神社へ

播磨ふれあいの家だより播磨ふれあいの家だより

あ
き
ら
め
な
い
力
・
や
り
抜
く

力
の
大
切
さ

　

今
年
の
夏
の
暑
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す
さ
ま
じ

く
厳
し
い
も
の
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、
オ
リ
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ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
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、
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ぶ
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。
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葉
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て
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が
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。
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